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あらまし： 母体とする複数の辞書をその論理

構造にしたがって構成要素に分解し，項目結合

可能性の制限の下にユーザが必要な項目のみを

自由に組み合わせて新たに定義できる「仮想電

子辞書Jの提案とその設計・実装について述べ

る．これらの仮想電子辞書の基本概念の説明と

ともに，定義構文，検索構文を提案し，その実

装方式を説明する．

Summary: In this paper, we describe de-

sign and implementation of virtual electronic 

dictionary system. In our system, one or more 

dictionaries are decomposed into their compo-

nents according to their logical structures and 

some of them are corrected and combined log-

ically into a virtual dictionary under the con-

nectivity condition. Along with the description 

of the fundamental ideas underlying our virtual 

dictionaries, defining and retrieving primitives 

of virtual dictionaries are introduced and their 

implementation is explained. 

1 はじめに

記憶メデ、イアの大容量化と低廉化およびマル

チメディア技術の進展にともなって，各種電子辞

書の出版は盛んに行われている．特に，画像や

写真，音声を取り込んだ「マルチメディア辞書」

の発展は著しい．本来，辞書にはきわめて豊富

で多角的な情報が内包されており［l］，これらの

情報は「辞書の文法」にしたがって，構造的に

記述されている．手で引く場合にはこの構造の

強制に縛られており，辞書が潜在的に保有して

いる豊富で多角的な情報を手軽に利用すること

は不可能である．電子辞書の存在意義はこのよ

うな構造の強制を解放し，ユーザの望む情報を

ユーザの望む配列で提示することができること

であると考えられる．これには，望む情報を特

定するために，辞書の文法にしたがった構造化

を行う必要がある．電子辞書を含めた電子化出

版物の構造化には，たとえばEPWING[8］など

の規格が存在しており，それにしたがった，電

子辞書も出回り始めている．また，［2］では辞書

のハイパーテキスト化の方式が提案されている．

ところが，辞書の論理構造（スキーマ）を前面

に押し出し，ユーザレベルで、既存辞書からニー

ズにかなった，仮想的な辞書を定義し利用する

ための枠組みはあまり，見当たらない．

そこで，本報告では，上記のような目的に沿っ

た「仮想電子辞書」の設計と構築について述べ

る．仮想電子辞書として， 一種類の辞書内で有

用な情報のみを再配列して得られる「部分辞書」

と複数の辞書内の有用な情報を「結合対」を介

して結合して得られる「結合辞書」を提案する．

さらに，これらの仮想辞書に関連する諸概念を

提案するとともに，仮想電子辞書の定義・操作

言語を提案し，その実装方式を説明する．

2 仮想辞書の設計

市販電子辞書における相互検索機能を使え

ば，複数辞書にまたがった場合の検索操作性は

向上するものの，個々の辞書を意識して，切り替

えるといった操作が必要であり，煩わしい．ここ

では，個々の辞書の実体とは別個にユーザが定
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義する仮想、辞書を設計する．仮想辞書は説明項

目の実体は持たずに，辞書実体のどの部分を使

用するかの定義情報のみ有する．ここでの仮想

辞書の考え方は，データベースシステムにおけ

るビュー機能に相当している．各実体辞書の文法

構造を表現する辞書スキーマ群に対するビ、ユー

スキーマとして仮想辞書のスキーマをユーザが

定義できる．仮想、辞書に対する検索要求は辞書

実体に対する 3で述べる検索ライブラリ中の検

索関数呼び出しにより，実行される．以降では特

に「仮想辞書Jと断らない限り，単に辞書といっ

た場合は実体辞書を指すこととする．なお，本

研究で用いた辞書の元データは三省堂（株）から

提供を受けた，新クラウン和英辞典［5］，ニュー

センチュリ 英和辞典［6］であり， Websterの英

語シソーラス［7］を参考にした．

2.1 結合対

「仮想辞書の自動生成jを行う場合には，項目

同士の結合操作がポイントとなる．例えば，英

和辞書から，「反意語仮想辞書」を作成する場合，

英和辞書の見出し説明中に現れる「反意語Jが

結合対となり，（同じ）英和辞書の見出しと結合

してその反意語の詳しい情報を与える仮想辞書

が定義される．なお，辞書の見出しは必ず，結

合対となり得る．ここでは，種々の辞書の辞書

構造と各項目のデータの分類を掲げて，仮想辞

書生成時の結合対について考察する．

(1）和英辞書

和英辞書の論理構造を表 1に示す．［］付きの項

目は辞書の部分構造を決定するための項目であ

り抽象項目と呼ぶこととする．また，［！なしの

項目は辞書に記載されているデータであり，具

体項目と呼ぶ．

それぞれの具体項目のデータは，結合可能性の

観点、から表2のように分類される．「見出し」以

外の項目には記号（lbyte）も含まれている．こ

こでは， 「英訳の例文」「用例の例文」「関連語の

例文」をまとめて「例文Jとしている．また，用

例や例文は（和単語列，英単語列）の対として与

えられるが，ここでは例えば，用例の場合，和

単語列成分は「用例和J，英単語列成分は「用例

英」として別個の項目としている．

なお，以降の結合可能性分類表における右端

の欄の” ぺ”0”J’ム”J’×”は，”結合は無意

ζ〉
同じ品詞を選択

く〕ァ

図 1結合対と結合条件

味”，”結合可能ぺ”データに処理を施すことで結

合可能”J’結合は困難”をそれぞれ表している．

見出しは例えば国語辞書など，仮名和単語や片

仮名和単語を見出しとする辞書とそのまま結合

可能で、ある．”ム”のついたものは，適当な構文

解析や整形によって，有意な単語に分解するこ

とにより，他の結合対と結合可能である．「漢字

訳」は，見出しとほとんど1対1の関係にある．

しかし，たとえば「し、たみJのように「痛みJと

「傷みj のような同音異義語があるが，和単語を

結合対とする他の辞書と結合可能である．「英訳」

は多くの場合単一英単語であり，英単語を見出

しとする他の辞書と結合可能である．英単語列

の場合には，英語辞書の成句と結合したり，名

調＋名調や形容調＋名調のような複合語の場合

には最後の名詞が有意であり，結合対となり得

る．「関連語和Jの場合には，見出しを含む複合

語である場合が多く，たとえば，国語辞書の参

考語と結合可能であり，より詳しく，その日本

語の意味を知ることができる．また，用例や例

文はいずれも，単語列として他の説明項目と全

く一致することはほとんどない．ただし，構文

解析によりその中の名詞や動調について他と結

合することは可能である．
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表 1 和英辞書の構造

［和英辞書］→見出し［見出し項目］

［見出し項目］→漢字訳 ［英訳項目］

［英訳項目］→英訳［対訳項目］

［対訳項目］→［例文］［用例］［関連語］

［例文］→例文和例文英

［用例］→用例和用例英［例文］

［関連語］→関連語和関連語英［例文］

表2和英辞書の結合対分類表

分類 ｜分類レベル文字種 結合

見出し 辞書

漢字訳 見出し項目

英訳 英訳項目

用例和 英訳

用例英 英訳

関連語和 漢字訳

関連語英 漢字訳

例文和 英訳，用例，

関連語

例文英 ｜英訳，用例，

関連語

(2）英和辞書

可能性

和単語 0 

和単語 0 

英単語（列） ム

和単語（列） × 

英単語（列） × 

和単語 ム

英単語（列） ム

和単語（列） × 

英単語（列） × 

英和辞書の論理構造を表3に示し，結合対分類

表を表4に示した． 発音，重要度， UCフラグ，

語形変化については，他の辞書項目と結合して

意味のある仮想辞書の定義は考えにくいと判断

してここでは，結合可能性を「一Jとした．品

詞種別については，国語辞書などと組合わせて

品詞別の仮想、辞書を定義することができるので，

fOJ としたJ類義語」や「反意語」は説明の形

式に統一性はないが，そのなかの英単語を取り

出すことにより，英語見出しゃ他の英語辞書の

類義語と結合し得る．さらに， f解説」や「文法

情報Jについては説明が不定型であり，有意な

結合は行えないとして，「×」とした．

表3 英和辞書の構造

［英和辞書］→見出し［見出し項目］

［見出し項目］ →重要度発音 ［品詞項目］

解説文法情報

［品詞項目］→品詞語形変化 UC ［語義項目］

他の品調形反意語類義語解説

文法情報 ［成句項目］

［語義項目］→ UC語義 ［用例］解説

文法情報［下位語義］

［用例］→用例英用例和

［下位語義］→ 語義 ［用例］ 解説文法情報

［成句項目］→ 重要度成句意味 ［用例］

表4英和辞書の結合対分類表

項目 ｜分類レベル 文字種 主n口査＝l口:>... 

可能性

見出し 英単語 。
重要度 見出し項目 数値

成句項目

発音 見出し項目 発音記号

白仁口ヨさ同2に町" 品詞項目 品調識別子 。
語形変化 品詞項目 英単語列

UCフラグ 品詞項目 UCフラグ

語義項目

語義 ｜語義項目， 和単語列 ム

下位語義

用例英 用例 英単語列 × 

用例和 用例 和単語列 × 

反意語 品詞項目 英単語列 ム

類義語 品詞項目 英単語列 ム

他の品詞 品詞項目 英単語 ム

解説 全レベル 不定 × 

文法情報 成句レベル 不定 × 

以外

成句 英単語列 。
意味 成句項目 和単語列 × 

(3）英語シソーラス辞書

英語シソーラス辞書の構造を表5に示す．

表5 英語シソーラス辞書の構造

［英語シソーラス辞書］→見出し［見出し項目］

［見出し項目］→品詞 ［品詞項目］

［品詞項目］→ 語義用例 ［語義項目］

［語義項目］→ ［類義語項目］［関連語項目］

［成句項目］［反対語項目］［反意語項目］

［類義語項目］→類義語

［関連語項目］→関連語

［成句項目］→ 成句

［反対語項目］→反対語

［反意語項目］→反意語

2.2 仮想辞書定義

2.1で述べた結合対にしたがって，複数の辞

書を結合した場合には，複数の辞書が単に結合
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対を介して合わさっただけであり，実用にはな

らない．仮想辞書を実用的に使用するためには，

ユーザ自身が仮想辞書を自分のニーズにしたがっ

て，きめ細かく定義できる必要がある．このた

めに，ここでは，本辞書システムにおける，仮

想辞書定義の定義要素を以下に述べる．以降の

説明においては例として，英和辞書と英語のみ

の英語シソーラス辞書を使って，和訳付き英語

シソーラスの仮想辞書を作成する場合を取り上

げる．

(1）辞書構造の定義

複数の辞書を結合しでも，それらの辞書の対応

する項目がすべて必要であるわけではない．各

辞書の項目を選択的に取り込み，それを可能な

配置により再編成することにより，仮想、辞書の

構造を定義できる．和訳付き英語シソーラス辞

書の場合，例えば，

和訳付き英語シソーラス辞書（見出し，

見出し項目（品詞，品詞項目（

（類義語，類義語項目（語義）），

（反意語，反意語項目（語義）））））

のようにその構造を入れ子で指定する．

(2）母体となる辞書群の指定

結合の対象となる実体辞書または仮想、辞書を

1つ以上指定する. 1つの場合には，結果とし

て得られる辞書を仮想部分辞書といい， 2つ以

上の時は仮想結合辞書という．和訳付き英語シ

ソーラスの仮想、辞書の場合には，母体辞書群は

英和辞書，英語シソーラス辞書である．

(3）母体辞書との対応付けの定義

(1）で定義した仮想辞書の具体項目が実体辞書

のどの項目に関連づけられるかを定義する．実

体辞書の論理構造（スキーマ）にしたがって，見

出しから始まって辞書項目に至るパスを実体辞

書の項目として指定する．たとえば，図2の英

和辞書スキーマにおいて，”見出し項目．品詞項

目．成句項目．成句”とすれば，以下の（5）の選択

条件を満足するすべての成句を指示することに

なる．また，”見出し項目．品詞項目成句項目”

とすれば，選択条件を満足するすべての成句に

ついて，その「重要度J，「成句（の綴り）J，「意

味」，「用例」を指示する．和訳付き英語シソー

ラス辞書の場合，例えば，

見出し＝ ET.見出し，

見出し項目．品詞＝ ET.見出し項目．品詞，

見出し項目 ．品調項目．類義語＝

ET.見出し項目．品詞項目．語義項目．類義語，

見出し項目．品詞項目．類義語項目．語義＝

EJ.見出し項目．品詞項目．語義，

見出し項目．品詞項目．反意語＝

ET.見出し項目．品調項目 ．語義項目 ．反意語，

見出し項目．品調項目．反意語項目．語義＝

EJ.見出し項目．品詞項目．語義

となる．ここで， ETは英語シソーラス辞書， EJ

は英和辞書を表す．

(4）結合対の指定

2つの母体辞書を D1,D2とする.D2の項目

白…e..が結合可能で、あり， D1の見出しと結合す

る時，”D2は項目白…enを介してD1と結合可能

である”といい，（ D1, D2.e1…e .. ）と表記してこ

れを結合対という．和訳付き英語シソーラス辞

書の場合には，結合対は

(EJ, ET.見出し項目品詞項目語義項目．類義語）

(EJ, ET.見出し項目．品詞項目語義項目反意語）

となる．結合対による 2つの辞書の結合は関係

データベースにおける結合演算に相当する．

(5）選択条件の指定

和訳付き英語、ンソーラスの仮想辞書の場合，基

本的には，英和辞書も英語、ンソーラス辞書も品

詞ごとに分けられているが，互いに異なる品詞

を結合しても，有意な情報とはいえないし，組

み合わせの数も膨大になる．このような場合に

は，「選択条件Jとして，” ET.見出し項目．品詞

項目．品詞＝ EJ.見出し項目．品詞項目品詞”と

いうようにして結合の条件を指定する．他に，動

詞ばかりの仮想、辞書を作成する場合には，” ET.

見出し項目．品詞項目．品調＝動調 andEJ.見出

し項目．品調項目品詞＝動調 ”の指定になる．

(6）見出し指定と見出しフィルタ

見出しの指定を行う．見出しとして複数の辞

書項目を指定してもよい．見出しには既定とし

て，高速アクセスのための索引が付与される．通

常，結合条件の選択演算により，仮想辞書のレ

コー ド集合は選択的に定義されるが，見出し集

合に働くフィルタによっても選択することがで

きる．見出しフィルタとして， 正規表現が利用

できる．また，逆引き辞書［4］のように，見出し

の読みを逆順にして，並べ替えることもできる．
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2.3 仮想辞書の定義構文

仮想辞書には，仮想部分辞書と仮想、結合辞書

がある．いずれの場合にも「辞書構造の定義」，

「母体辞書の指定」と「母体辞書との対応付けの

定義」は必須である．

(1）仮想部分辞書

仮想部分辞書では辞書の結合は行われず，単

一辞書について，ユーザの必要とする項目のみ

を再編成する．数ある辞書項目をすべて検索対

象とはせずに，使用目的に沿って選んだ辞書項

目のみをよりコンパクトにまとめた辞書を単一

辞書から抽出することが目的である．たとえば，

英和辞書の中から，成句のみを抽出して成句辞

書を作成したい場合には，

DEFINE 成句辞書（見出し，見出し項目

（品詞，成句））

FROM EJ 

ASSIGN 

見出し＝ EJ.見出し，

品詞＝ EJ.見出し項目．品詞，

成句＝ EJ.見出し項目．品詞項目．

語義項目．成句項目．成句

WITH ENTRIES 見出し

となる. DEFINE句では，仮想辞書名の下に

辞書項目とその構造が定義される．実体辞書で

は「品調項目Jの下に 3つの項目があり，「語義

項目 j には 5つの項目があったが，成句のみを

選ぶことにより，これら 2つの抽象項目はなく

なり，構造は浅くなっている. FROM句は母体

辞書の指定であり， AS以降は母体辞書による定

義内容である. ASSIGN句は仮想、辞書の各辞書

項目が実体辞書のどの項目に関連づけられるか

を定義する. WITH ENTRIES句は仮想辞書の

見出しを含む 1以上の複数の辞書項目を指定す

る．物理的にはこれらを複合キーとして，索引

が生成される．

見出しに対する索引は，実体辞書の索引をその

まま使用できないこともないが，実体辞書のす

べての見出しが成句項目を持っているわけでは

ない．したがって，仮想辞書の見出しに対して

フィルター検索をかけた場合，無駄な探索を行っ

てしまうので，仮想、辞書用に新たに別途作成す

る．

(2）クールーピング

次に，英作文を支援する仮想辞書の構成を考

える．英文作成において，実際にもっとも役に

立つ情報は用例であろう［3］.例えば次のように，

和英辞書から例文，用例，関連語を集めて，用

例対訳辞書 Aを定義する．

DEFINE 用例対訳辞書A （見出し，

FROM JE 

ASSIGN 

用例項目（用例和，用例英））

見出し＝ JE.見出し，

（用例和，用例英）＝

(<JE.見出し項目．英訳項目．対訳項目．例文和，

JE.見出し項目．英訳項目．対訳項目．用例和，

JE.見出し項目．英訳項目 ．対訳項目．例文和，

JE.見出し項目．英訳項目．関連語．関連語和，

JE.見出し項目．英訳項目．関連語．例文和〉，

<JE.見出し項目．英訳項目．対訳項目．例文英，

（用例和と同様）〉）

WITH ENTRIES 見出し

ASSIGN句の「用例和」は和英辞書の5つの和

文の辞書項目を 1つにまとめた新たな単一項目

である．「用例英」も同様の新たな単一項目であ

る．このような操作を辞書定義レベルのグルー

ピング（GROUPING）という．このときの問題

は，「用例和」と「用例英」の対応のさせ方であ

る． 一般に 2つのグルーヒ。ング、 A(a1, a2, ・・., a .. ) 

および B(b1, b2, ・・・, b .. （があり，仮想辞書の

DEFINE句において（A,B）と並置され，母体

辞書においてゆ，b;)( i = 1,2，・..' n）と並んで

いるとき，（A,B）の項目聞は（a1,bi) (a21 b2) ・・・ 

(a . ., b .. ）と対応づけられる． 2つのグルーピン

グの項目聞がこのように対応づけられることを

ASSING句において，（ ）で囲むことによって

表す

ところで，用例は英和辞書にも記載されており，

その仮想辞書，“用例対訳辞書B（見出し，用例

項目（用例英，用例和））”が用例対訳辞書Aと同

様にして定義できる．

(3）仮想結合辞書

和訳付き英語シソーラス辞書の定義をまとめる

と，

DEFINE 和訳村き英語シソーラス辞書（見出し，

見出し項目（品詞，品詞項目（

（類義語，類義語項目（語義）），
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（反意語，反意語項目 （語 FROM 用例対訳辞書A

義）））））

FROM ET, EJ 

ASSIGN 

見出し＝ ET.見出し，

見出し項目．品調＝ ET.見出し項目．品詞，

見出し項目．品調項目．類義語＝

ET.見出し項目．品詞項目．語義項目．類義語，

見出し項目．品詞項目．類義語項目．語義＝

EJ.見出し項目．品詞項目 ．語義，

見出し項目．品詞項目．反意語＝

ET.見出し項目．品詞項目．語義項目．反意語，

見出し項目．品調項目．反意語項目．語義＝

EJ.見出し項目．品詞項目．語義

WITH ENTRIES 見出し，見出し項目．品詞

CONNECTED BY 

<EJ, ET.見出し項目．品詞項目．語義項目．類

義語〉

<EJ, ET.見出し項目．品詞項目 ．語義項目．反

意語〉

WHERE 

EJ.見出し項目．品詞＝ ET.見出し項目．品詞

となる．結合対の指定には， CONNECTEDBY 

句を導入した．また， WITHENTRIES句によ

り， ETの見出しと品詞の対が指定されており，

この対をキーとして索引が生成される．仮想、結

合辞書は，複数の辞書を結合して得られるが，

必ず， FROM句において複数の辞書と， CON-

NECTED BY句において結合対を指定する必要

がある．

(4）見出しなしの仮想辞書

既述の仮想、辞書には必ず見出しが定義されてい

た．ユーザは見出しを指定することにより，関連

する辞書項目を直接検索することができる．と

ころが，場合によっては，見出しにはよらず，定

義されたデータを”縦断的”に検索したい場合が

ある．たとえば， 2.3で述べた用例対訳辞書は便

利であるが，調べたい言葉の見出しに関するも

のだけしか知ることができない．たとえば，あ

る言葉の用例の和英対訳を辞書全体にわたって

検索できれば，手引きでは調べ尽くせない有用

な例文を数多く得ることができる．この仮想辞

書は既定義の仮想辞書である用例対訳辞書Aを

母体辞書として，次のように定義できる．

DEFINE 用例対訳辞書和英 （用例和，用例英）

ASSIGN 

用例和＝用例対訳辞書A.用例項目．用例和，

用例英＝用例対訳辞書A.用例項目．用例英

このとき，用例対訳辞書Aの定義における用例

和と用例英のグ、ルーピングとそれらの対応関係

は用例対訳辞書和英においても有効であること

に注意されたい．

見出しなしの仮想辞書はいわゆる全文検索機能

に対応するが，検索の対象を仮想、辞書で定義さ

れた項目のみに限定することが可能であり，効

率的な検索が行える．

(5）辞書の縦列結合

見出しなしの複数の仮想辞書を縦続接続するこ

とができる．縦列結合する仮想辞書は構造等価

でなければならない. 2つの辞書が構造等価で

あるとは， DEFINE句で指定される（木）構造

が同一であること，および，具体項目のデータ

型が一致していることことである．

(4）の例では，和英辞書を母体とする用例対訳辞

書Aのみが検索の対象となっているが，英和辞

書を母体とする（2）の用例対訳辞書Bの用例も

併せて検索したい．辞書を縦列結合してあらた

な仮想辞書を作り出す構文は以下の通りである．

DEFINE用例対訳辞書和英（用例和，用例英）

FROM 用例対訳辞書A，用例対訳辞書B

ASSIGN 用例和＝

［用例対訳辞書A.用例項目．用例和｜

用例対訳辞書B.用例項目 ．用例和］

用例英＝

［用例対訳辞書A.用例項目．用例英｜

用例対訳辞書B.用例項目用例英］

[・・・ I…｜… ］は縦列結合を表す．縦列結合は

結合対による結合によらず，したがって，結合

対の指定は不要であること，やはり，母体辞書

におけるグルーピングとそれらの対応関係が保

存されることに注意されたい．

(6）実体辞書定義文

仮想辞書と同様に実体辞書についても実体辞書

定義文を同様に定める必要がある．これは，定

義構造を仮想辞書のものと同一にし，操作上区

別なしに扱えるようにするためである．これに

より，たとえば，母体辞書定義として，仮想、辞

書と実体辞書を混在させることができる．実体
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辞書定義文は実体辞書の構造を定義するととも

に，それぞれの項目に対応する辞書の実データ

を検索するライブラリ関数のアドレスを関連づ

けする．項目の検索にあたってはこの関数を呼

び出せばよい．

DEFINE英語シソーラス辞書 （見出し語，

見出し項目（品詞，品詞項目（語義，

語義項目（用例，類義語，関連語，

成句，反対語，反意語））））

ASSIGN 

見出し語＝ thesaurusよey(),

見出し項目品詞＝ thesaurus_part(), 

見出し項目．品詞項目語義

= thesaurus..sense(), 

見出し項目品詞項目語義項目．用例

= thesaurus_example(), 

見出し項目品詞項目語義項目類義語

= thesaurus..synonym(), 

見出し項目品詞項目語義項目関連語

二 thesaurusJelate(),

見出し項目品詞項目語義項目成句

=thesaurus」diom(),

見出し項目．品詞項目語義項目反対語

= thesaun止 contrast(),

見出し項目．品詞項目語義項目反意語

= thesaurus_anto町 m()

2.4 仮想辞書の検索

仮想、辞書の検索は FIND文により行う．仮想、

辞書のDEFINE文の構造定義中の項目に具体値

を代入して，条件付けする．具体値の指定には，

正規表現が使用できるほか，論理和｜も使用で

きる．例えば，和訳付き英語シソーラス辞書の

場合，

FIND和訳付き英語シソーラス辞書（”＊take”，

見出し項目（”動詞ヘ品詞項目（

（類義語，類義語項目（語義）），＃）））

見出し語 ：t e s t 

品詞動詞

類義語（ I):check 

和訳（ 1 ）・1.阻止する，防く＼抑制する

2.テストする，検査する，調べる

3.預ける 4王手をかける

和訳（2) : 1.一致する，符合する

2検査する

3.小切手を振り出す

4.［キングに］王手をかける

類義語（2）：巴 xample 

和訳（ 1 ) : 1.調べる，検査する，審査する

2試験する

3診察する，検診する

4尋問する

類義語（3):prove

和訳（ 1 ) : 1.説明する，立証する

2試す，試験する

和訳（2) : 1.判明する，わかる

類義語（4):demonstration

和訳（ 1 ）・ 1.実証する，明らかにする

2.宣伝する，説明する

3.［感情などを］顔に出す

和訳（2）・ 1デモする

類義後（5):try

和訳（ 1 ) : 1.試す，使ってみる

2.試みる3やってみる

3.しようと努める，努力する

4.試練を与える，無理させる

5審判を行う，裁判する，審理する

和訳（2）・ 1.試みる，やってみる，努力する

また，

FIND和訳付き英語シソーラス辞書（”＊take”，

見出し項目（”動詞ヘ品詞項目））

の「品詞項目j のように，抽象項目のままにし

ておくと下位の項目がすべて検索対象になる．

見出しなしの仮想辞書の検索も同様に FIND文

とすれば，”take”で終わる動詞の英単語の（類義 により行うことができる．例えば，

語，類義語項目（語義））がリス トアップされる．

＃はその項目以下の項目がすべてマスクされ，検 FIND用例対訳辞書和英（”＊考えれ，用例英）

索条件にも検索対象にもならないことを示す．以

下はこの検索文による検索結果である． は用例和に“考え”を含むよ うな用例の和英対

訳表を作る．用例対訳辞書和英は2つの仮想辞
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書を母体としており，これらは”対応づけられ

たグルーピング”を含む．したがって，グルー

ピングされた各項目ごとに対応関係が存在する

ので，和文に対して英文が一意に定まる．

3 仮想辞書の実体化

仮想辞書は実体辞書に対するビューであり，そ

の検索は次の理由から一般的にオーバヘッドが

大きい．

(a）実体辞書にあった抽象項目が仮想辞書定義に

おいて，消失した場合でも，実際の検索は実体

辞書を用いるために，抽象項目を介して行う必

要がある．

(b）仮想結合辞書の結合処理コストが非常に高

い．検索時に毎回結合処理を行うことは実用的

でない．

仮想辞書の定義と実体辞書の辞書項目検索ライ

ブラリルーチンを用いて，実体辞書と同様にそ

の物理データ構造を二次記憶中に作り出す操作

を「仮想辞書の実体化」という．これにより，上

記のオーバヘッドは回避できる．

なお， 2.3(1）で述べたように，仮想、辞書の見出し

に対する索引だけは，仮想辞書定義時にすでに

作成されており，実体化しなくても使用できる．

また，（b）に対しては，結合によって連結される

相手辞書のレコードの参照情報が結合索引とし

て，仮想結合辞書定義時に作成される．これら

の対策により，項目データも含めて完全に実体

化しなくても，見出し指定検索の場合には，実

用に耐えうるパフォーマンスは得られる．ただ

し，見出しなしの仮想辞書の場合には，定義項

目の全検索が必要であり，それ用に最適化した

辞書データの内部データ構造を自動生成するこ

とが必要となる．実体化は MATERIALIZE文

で行う．

MATERIALIZE用例対訳辞書和英

4 仮想辞書システム

4.1 モジュール構成

仮想、辞書システムは（1）ユーザからの仮想辞書

定義や，仮想辞書検索の指示を受け，それぞれを

DEFINE文、 FIND文に変換する GUI,(2)DE-

FINE文， FIND文を構文解析し，対応する内部

データ構造を 1次記憶中に作成するパーザ，（3)

内部データ構造を参照しながら仮想辞書操作を

行うインタープリタ，（4）母体辞書DB，母体辞

書定義文DB仮想辞書定義文DB,(5)GUIから

の要求にしたがって実際に母体辞書に指定され

た実体辞書や仮想辞書の検索を行うライブラリ，

(6）仮想辞書実体化サブシステム，などからなる．

仮想辞書システム

図 2：仮想辞書システム

(1）仮想辞書の定義

仮想辞書の定義を行なう場合，ユーザーは仮

想辞書定義文を作成する．仮想辞書定義文を受

け取った仮想辞書定義文パーザはこれを解析し，

1次記憶中に仮想辞書定義内部データ構造に変

換する．

(2）仮想辞書の検索

(1）と同様にユーザは仮想辞書検索文を作成す

る．定義文と同様に仮想、辞書検索パーザにより，

仮想辞書検索内部データ構造に変換され仮想、辞

書インタプリタに渡される．検索データを受け

取ったインタプリタは主メモリ上で被検索辞書

の辞書定義データを探して，必要な検索ルーチ

ンを決定する．決定したらインタプリタは必要

な検索ルーチンを母体辞書サーバに指示し，母

体辞書サーバはその指示にしたがって母体辞書

から検索を行な う．検索結果はインタプリタを

通して， GUIなどから出力される．

4.2 GUI 

前節で述べた言語ベースのインターフェース

では項目指定のためのパス表現が多くてかつ長

たらしいので，仮想、辞書はやはり使いにくい．仮

想、辞書の定義や操作にはGUIベースの分かりや

すいインターフェースを提供することが必要で
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ある．特に本システムでは辞書スキーマを前面

に押し出す必要がある．すなわち，仮想辞書の

定義にあたっては，母体辞書のスキーマをグラ

フイカルに提示し，定義に必要な項目をその中

から切り出し，可能な範囲で望みどうり組み合

わせる機能を提供することにより，新辞書のス

キーマ構築を支援する必要がある．

本研究では，このような GUIをCGIを用いて

実装することで， Web上で仮想辞書の定義，検

索を可能とした．

GUIは大きく分けて，仮想辞書定義部と仮想辞

書検索部とに分けられる．

(1）仮想辞書定義部（付録（1）参照）

仮想辞書定義部では，最初に仮想辞書の辞書構

造を作成する．

辞書構造の作成は，

L仮想、辞書中のどこに項目を追加するかを選択．

2母体辞書を選択．

3.母体辞書中の辞書項目を選択．

4.追加された項目の名前を変更する．

とし、う手順で行なわれる．辞書構造を決定すれ

ば自動的に母体辞書との対応付けも行なわれる．

辞書構造が決定されたら次は仮想辞書の見出し，

結合対，結合条件を指定する．完成した仮想辞

書定義文は仮想辞書定義文 DBに登録され，検

索時に利用される．また，他の仮想辞書の母体

辞書として利用することができる．

(2）仮想辞書検索部（付録（2）参照）

仮想辞書検索部では，最初に検索を行なう仮

想、辞書あるいは実体辞書を選択する．次に選択

した辞書の辞書構造を参照しながら検索対象と

検索条件を指定する．検索条件は任意の項目を

選択するだけで自動的に作成される．検索は作

成された仮想辞書検索文に従って行なわれるが，

一度検索した検索文中の検索条件のパラメータ

を変更しながら再検索を行なうこともできる．

5 おわりに

仮想、電子辞書の設計について述べた．本設計

に基づき現在実装中である．既存の実体辞書の

問題点として，記述が不統一でスキーマに沿った

構造化ができない項目説明があったり，項目と

して切り出す時の終端子として決めたマーカが

必ずしも一定で、なかったり，スキーマとしてこ

ちらが想定していない項目が出現したりする例

外が出現し，構造化できないものがあった．可能

な限り手作業で対応したが，なお十分ではない．

これらのいくつかは， 言葉が持つ多様性を十分

に説明するためには，ある程度不可避であると

思われる．電子辞書の規格化（たとえば，［8］）が

このあたりも含めて十分に検討され，標準化さ

れたならば，逆に辞書の編集段階から，規格準

拠を考慮でき，統一のとれた電子辞書を構築で

きる．本研究における仮想電子辞書の場合には，

このような標準化された実体辞書が母体辞書と

して使用できるような環境が望まれる．この点

に関して，現在，我々は XML(eXtensible Mark 

up Language）を用いて，仮想、辞書の定義，検索，

辞書情報の記述を行なうための取り扱いを検討

中である．付録（2)(3）に，仮想、辞書定義のため

の DTDとそれに基づく”和訳付き英語シソー

ラス辞書”の XMLによる定義を示す．
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録付

( 1) GUIによる仮想辞書の定義
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( 2) GUIによる仮想辞書の検索
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(3）仮想辞書定義のための DTD

<?xrnl encoding＝”EUC-JP”〉

〈！ー仮想、辞書の宣言 ー〉

<!ELEMENT Define ( Head, From, Body ) > 

〈！ー仮想辞書のヘッダ情報ー〉

く！ELEMENTHead ( DicNarne, Locate, Author, Update, Note ) > 
<!ELEMENT DicNarne ( #PCDATA ) > ー辞書名ー

〈？ー仮想、辞書の所在一〉

<!ELEMENT Locate ( #PCDATA ) > 

〈！一作成者一〉

〈’ELEMENTAuthor ( #PCDATA ) > 
<!ATTLIST Author 

Mail #IMPLIED 

〉
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〈！ー備考ー〉

<!ELEMENT Note ( #PCDATA ) > 

〈『ー母体辞書情報ー〉

〈’ELEMENTFrom ( ParentDic* ) > 
<!ELEMENT ParentDic ( #PCDATA ) > 
<!ATTLIST ParentDic 

Alias 

Locate 

#IMPLIED 

#REQUIRED 

〉

一辞書の存在する URLー

一作成者名ー

一作成者のメールアドレスー

一更新日一

一備考ー

一母体辞書名ー

一母体辞書の別名ー

一母体辞書の存在する URLー

〈！ー仮想、辞書の構造および項目情報ー〉

<!ELEMENT Body ( Struct, Assign, Connect, Index ) > 
<!ELEMENT Struct ( ( Concrete I Abstract I Assign I Connect )* ) > 
<!ELEMENT Concrete > 
<!ATTLIST Concrete 

Name #REQUIRED 

〉

<!ELEMENT Abstract ( ( Concrete I Abstract I Assign )* ) > 

一 具体項目の名前 一

〈’ATTLISTAbstract 

Name #REQUIRED 

〉

－抽象項目の名前一

＜！ー辞書項目の関連情報ー〉

<!ELEMENT Assign ( ( Relate, Connect, Group ) I Entity* ) > 
<!ATTLIST Assign 

Name #REQUIRED 一関連情報を付加する辞書項目名ー

Type ( NUM, PENUM, UC, PRON, WORD, AWORD, SENT, ASENT, ETC ) "WORD” 
ーデータ型に関する定義 一

〉

<!ELEMENT Relate ( #PCDATA ) > 
<!ELEMENT Index ( Key* ) > 
<!ELEMENT Key ( #PCDATA ) > 
<!ELEMENT Connect ( Entry傘）〉

〈’ELEMENTEntry ( #PCDATA ) > 
<!ATTLIST Entry 

Name #REQUIRED 

〉

一対応する母体辞書項目パス ー

一 索引を付加する項目パスー

一 結合辞書の見出し語に代入する項目 ー

－ 結合を行なう母体辞書 一
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(4)XMLを用いた仮想辞書定義文

<Define> 

<Head> 

<DicN叩 e＞和訳付き英語シソーラス辞書＜／DicN叩 e>

<Locate>http://pearryoshino/kenkyu/jet.xml</Locate> 

<Author Mail＝”yoshino也pear”＞ManabuYoshino</Author> 

<Update>1999 11/8</Update> 

</Head> 

<From> 

<ParentDic Alias="ET”Locate＝可ttp://pear;-yoshino/kenkyu/et.xmlり英語シソーラス辞書

</ParentDic> 

<ParentDic Alias＝”EJ”Locate＝”http://pear;-yoshino/kenkyu/ej.xmlり英和辞書く／ParentDic>

</From> 

<Body> 

<Struct> 

<Concrete N叩 e＝”見出し語”／〉

<Abstract N日 e＝”見出し語項目”〉

<Concrete Name＝”品詞”／〉

<Abstract N叩 e＝”品詞項目”〉

<Concrete N叩 e＝”類義語”／〉

<Abstract N叩 e＝”類義語項目”〉

<Concrete N四 e＝”類義語和訳”／〉

</Abstract> 

<Concrete N叩 e＝”反意語”／〉

<Abstract N叩 e＝”反意語項目”〉

<Concrete N四 e＝”反意語和訳”／〉

</Abstract> 

</Abstract> 

</Abstract> 

</Struct> 

<Assign> 

<Relate N叩 e＝”見出し語”＞ET.見出し語＜／Relate>

<Relate N四 e＝”品詞”Type＝”PENUM”＞ET.見出し語項目 ．品詞＜／Relate>

<Relate N叩 e＝”類義語”＞ET.見出し語項目．品詞項目．語義項目．類義語＜／Relate>

<Relate Name＝”類義語和訳”＞EJ.見出し語項目．品詞項目．語義＜／Relate>

<Relate N四 e＝”反意諾”＞ET.見出し語項目．品詞項目．語義項目．反意語＜／Relate>

<Relate N叩 e＝＂反意語和訳”＞EJ.見出し語項目．品詞項目．語義く／Relate>

</Assign> 

<Index> 

<Key＞見出し語く／Key>

<Key＞見出し語項目．品詞＜／Key>

</Index> 

<Connect> 

<Entry N叩 e="EJ”＞ET.見出し語項目．品詞．類義語＜／Entry>

<Entry N四 e="EJ”＞ET.見出し語項目．品詞．反意語く／Entry>

</Connect> 

<Where> 

<Ex pr N日 e="EJ.見出し語項目．品詞＂＞ET.見出し語項目．品詞＜／Expr>

</Where> 

</Body> 

</Define> 
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